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研究成果の概要（和文）：本研究では，無意図的思考（意図せずに行う課題と無関係な思考）と無意図的想起（意図せ
ずに過去の出来事を思い出すこと）の性質とメカニズムについて，以下を明らかにした。1）無意図的思考を防ぐこと
には，逆向干渉の抑制メカニズムとワーキングメモリの能力が関与する。2）無意図的思考の保持には，音韻的短期記
憶が関与する。3）無意図的思考の気づきには，外的刺激の入力を通じた受動的なモニタリングが関与する。4）授業中
の無意図的思考の生起率は，増加した後，低下し，その後，再び増加するという経過をたどる。5）自伝的記憶の無意
図的想起では，自伝的知識のネットワークの中で，最初にアクセスされた情報がそのまま検索される。

研究成果の概要（英文）：This study examined the nature and underlying mechanism of involuntary thoughts 
(task unrelated thoughts) and involuntary memories (involuntary remembering of autobiographical 
memories). The findings are as follows. 1) Both inhibition mechanism for proactive interference and 
working memory are important to prevent involuntary thoughts. 2) Phonological short-term memory is 
involved in the maintenance of involuntary thoughts. 3) Awareness of involuntary thoughts is caused by 
passive monitoring resulted from the input of external stimuli. 4) During lecture, the rate of 
involuntary thought occurrence varies with time in the form of rise-fall-rise. 5) In involuntary 
remembering of autobiographical memories, the first accessed information in the network of 
autobiographical knowledge is retrieved directly.

研究分野： 認知心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究では，無意図的思考（マインドワン
ダリング）および無意図的想起について，そ
の生起と気づきにどのような認知能力が関
わるかを検討し，それらを通じ思考と記憶想
起の制御メカニズムを明らかにすることを
目的とした。 
 従来の認知心理学研究は，課題を遂行しよ
うとして行う「意図的な心的活動」を対象と
していたが，近年，これに対し無意図的な心
の働きを検討する研究が増えてきている。 
1 つは，作業中などに生じる課題無関連思考
（task-unrelated thought，TUT）を検討す
る「無意図的思考」（mind wandering）の研
究であり，もう１つは過去の出来事（自伝的
億）などがふと頭に浮かぶ「無意図的想起」
（involuntary memory）の研究である。 
 無意図的思考と無意図的想起は，それぞれ
思考，記憶想起の制御メカニズムが働いてい
ない状態の表れと考えられ，その性質の検討
を通じ思考や想起の制御機構の特徴を知る
ことができる。しかしながら，これら無意図
的な心の働きに関する研究は，ようやく現象
面の性質が明らかになったところであり，そ
の背後にある認知メカニズムの解明にまで
は至っていないのが現状である。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では，無意図的思考と無意図
的想起について，その生起と気づき（メタ認
知）にどのような認知メカニズムが関わるか
を明らかにすることを目的とした。 

 具体的には，以下の 5 つの検討を行った。 

研究 1：無意図的思考の生起に関わる認知能
力の検討 
 無意図的思考は，現在遂行中の課題や活動
に注意を向け続ける実行機能（executive 
function）の働きがうまくいかなくなること
で生起すると考えられている（McVay & 
Kane, 2009）。しかしながら，実行機能はそ
れ自体，ワーキングメモリ更新，優勢反応抑
制，切り替えなどの下位能力に分けられるも
のであり（Miyake et al, 2000），実行機能に
関するどのような力が無意図的思考の生起
と関係するかは未だ明確でない。そこで研究
1-1 では，無意図的思考の生起に関わる認知
能力を明らかにするため，それと関係すると
思われる「ワーキングメモリ更新」「優勢反
応抑制」「切り替え」「順向干渉への耐性」の
4 つの力を測定するテストの成績と，ビデオ
講義視聴中の無意図的思考の生起率との関
係を検討した。 
 また，研究 1-2 では，無意図的思考の抑制
に関わることが既に示されている（McVay & 
Kane, 2012）ワーキングメモリの能力の違い
が，無意図的思考生起のタイムコースにどの
ような影響を与えるかを検討した。 

研究 2：無意図的思考の保持に関わる心的機

構の検討 
 無意図的思考に関する従来の研究は，主に
その生起を抑制する仕組みについて検討し，
それにワーキングメモリの働きが関与する
ことなどを示している（研究 1-2 も参照）。し
かしながら，無意図的思考それ自体がどのよ
うな心的機構で意識に広がるのかは明確で
ない。 
 そこで研究 2 では，生起した無意図的思考
を保持することに関わる心的機構として短
期記憶（short-term memory, STM）の働きに注
目し，音韻的な短期記憶（phonological STM）
と視空間的な短期記憶（visuo-spatial STM）の
どちらがより無意図的思考の保持に関与す
るかを実験的に検討した。 

研究 3：無意図的思考の気づきをもたらすメ
タ認知の働きの検討 
 無意図的思考は，その生起に気づくことで
それを停止することができる。こうした無意
図的思考の気づきがどのようにもたらされ
るかについて先行研究は，課題中の意識状態
を監視する能動的なモニタリングの仕組み
を仮定している（Schooler et al., 2011）。一
方で，我々には，例えばペンが落ちた音を契
機に我にかえるなど，外的刺激の入力によっ
て，受動的に無意図的思考生起に気づく側面
もあるように思える。 
 そこで研究 3 では，外的刺激の呈示が実際
に無意図的思考への気づきをもたらすか，ま
たその際，外的刺激の呈示が意識に上ること
が必要かについて検討した。 

研究 4：授業中の無意図的思考生起の特徴に
関する検討 
 無意図的思考は，学校などの授業中に頻繁
に生起し，授業理解の妨げとなる（Szpunar 
et al, 2013）。そのため効果的な学習のために
は，授業者・学習者ともに授業中の無意図的
思考を少なくする働きかけが重要である。し
かしながら，無意図的思考が授業の時間経過
の中でどのように生起するのか，またどのよ
うな人で，どのような時にそれが起こりやす
いかなど，実際の授業における無意図的思考
の性質を実証的に調べた研究は少ない。 
 そこで研究 4 では，大学授業中に受講者の
思考内容を思考サンプリング法で調べ，授業
中の無意図的思考の性質，特にその生起率の
経時変化を明らかにすることを目的とした。 

研究 5：自伝的記憶の無意図的想起の検索過
程に関する検討 
 我々は日常生活のふとした瞬間に，過去の
出来事を意図せずに思い出すことがある。こ
のような自伝的記憶の無意図的想起がどの
ようなプロセスで生起しているかについて
は，現時点では明確でない。 
 そこで研究 5 では，自伝的記憶は何度も経
験 し た 出 来 事 が 抽 象 化 さ れ た 特 定 性
（specificity）の低い出来事情報の層から，
特定性が高い出来事を表す情報の層までの



階層構造で保持されているという Conway 
(2005）のモデルをもとに，意図的想起の検
索が，最初にどの層にアクセスしたかに関わ
らず，特定性の高い層へ向かうよう方向づけ
られているのに対し，無意図的想起では，最
初にアクセスした層の情報がそのまま検索
されると仮説をたて（雨宮・高・関口，2011），
それを検証する実験を行った。 
 
３．研究の方法 
 研究 1～5 に関し，主たる成果を得た実験
の方法を以下にそれぞれ説明する。 

研究 1：無意図的思考の生起に関わる認知能
力の検討 
 研究 1-1 では，無意図的思考の生起に関わ
る認知能力を明らかにするため，参加者（33
名）に以下の課題を実施し，それらの成績の
関係を調べた。 
1）ビデオ講義課題 「学び」に関する模擬

授業の映像を PC 画面上で呈示（14 分 30
秒）。課題中ランダムなタイミングで思考
内容を問う思考サンプリングを実施。 

2）ワーキングメモリ更新課題：空間 3 バッ
ク課題，キープトラック課題 

3）シフティング（切り替え）課題：足し算・
引き算課題，文字・数字課題 

4）優勢反応抑制課題：ストループ課題，ス
トップ信号課題 

5）順向干渉への耐性課題：AB-AC 課題，
Brown - Peterson 課題 

 研究 1-2 では，参加者（60 名）をワーキン
グメモリ能力（OSPAN テストで測定）の高
低でわけ，課題（2 バック課題）開始から 15，
30，45，60 秒後における無意図的思考の生
起率（思考サンプリングで測定）が，群間で
どのように異なるかを検討した。 

研究 2：無意図的思考の保持に関わる心的機
構の検討 
 無意図的思考の保持に音韻的短期記憶と
視空間的短期記憶のどちらがより深く関与
しているかを明らかにするために，音韻的短
期記憶の働きを必要とする「音韻課題」と，
視空間短期記憶の働きを必要とする「視覚課
題」の間で，課題中の無意図的思考の回数を
比較した。もし無意図的思考の保持に音韻的
短期記憶が関与するならば，その働きに負荷
をかける音韻課題条件では，他の課題条件に
比べ，無意図的思考の生起回数が少なくなる
と予想できる。 
 実験では，参加者（36 名）に以下の 3 つの
課題を行わせた。 
1）視覚課題：3×3 のマス目の 2 マスが塗り
つぶされたパタンが左右に位置を変えな
がら呈示される課題。参加者は，提示され
たパタンが直前のパタンと同じかを判断。 

2）音韻課題：2 文字の無意味語が平仮名・カ
タカナを交替しながら呈示される課題
（例：ネケ→ちそ→ヘユ）。参加者は提示

された言葉が直前の言葉と同じかを判断。 
3）統制課題：A-Z の文字が次々と呈示され
る中，時々提示される数字に反応する課題。 

 その上で，直前の思考内容を問う質問画面
（思考プローブ）を各課題につき 6 回呈示し
た。質問は「直前の画面で何を考えていた
か？」（課題の事，課題に関係した事，課題
とは関係のないこと）と「その考えていたこ
とに視覚的なイメージがどれくらい含まれ
ていたか？」「言葉はどれくらい含まれてい
たか？」の 3 つであった。 

研究 3：無意図的思考の気づきをもたらすメ
タ認知の働きの検討 
 外的刺激の呈示が無意図的思考の気づき
をもたらすか，またその際，外的刺激の呈示
が意識に上ることが必要かを検討するため
に，参加者（44 名）に，課題（Go/no-go 課
題）中に自分が無意図的思考をしていること
に気づいたら，それをキー押しで報告するこ
とを求めた。そして，この課題中，時々，課
題と無関係な視覚キュー刺激を閾上提示（赤
丸を 300ms 提示），または閾下提示（白丸を
10 ms 提示）し，その直後の無意図的思考の
報告数を条件間で比較した。 

研究 4：授業中の無意図的思考生起の特徴に
関する検討 
 大学授業中の受講者の思考内容を思考サ
ンプリング法で調べ，授業中の無意図的思考
の性質，特に生起率の経時変化を検討した。 
 調査は，国・私立大学の心理学の授業 7 つ
で実施した。調査では，授業中に 3～7 分間
隔でチャイムを鳴らし（13～14 回），その時
の思考内容を受講者に以下の選択肢から選
ぶ形で報告させた。 

①授業，②プリントへの書き込みなど，
③授業に関係した思考（意図的），④授
業に関係した思考（無意図的），⑤過去
の出来事，⑥近い未来の予定や計画，⑦
悩み，問題・課題，⑧空想，⑨ドラマ，
漫画，小説，歌，⑩自分や他者，教室の
状態，⑪その他，⑫眠っていた・ウトウ
ト，⑬授業に関係のない行動。 

 その上で，授業と関係のない無意図的思考
（⑤～⑪）をしている受講者の割合が授業の
進行とともにどのように変化するかを調べ
た。また，この他に，授業への興味・関心の
測定や，授業内容への理解度テスト（授業 7
のみ，正誤判断問題 10 問）も実施し，無意
図的思考の生起率との関係を調べた。 

研究 5：自伝的記憶の無意図的想起の検索過
程に関する検討 
 「無意図的想起では，検索手がかりの特定
性に応じ最初にアクセスされた層の情報が
そのまま検索される」という仮説を検証する
ために，様々なエピソードと結びついた単語
（例：騒音，想起手がかり特定性・低）と特
定のエピソードとのみ結びついた単語（例：



葬式，特定性・高）のそれぞれを想起手がか
りとして提示し，想起された出来事の特定性
を無意図的想起，意図的想起の条件間で比較
した。上の仮説が正しければ，無意図的想起
では，想起手がかりの特定性に対応して，想
起された出来事の特定性も変化すると予想
できる。 
 実験では，参加者（267 名）に想起手がか
りの単語（例：騒音，葬式）を質問紙で提示
し，無意図的想起条件の参加者には，その単
語の親密度の評定を行わせた後，評定中に無
意図的に想起された出来事を報告させた。一
方，意図的想起条件では，手がかり語を見て，
それに関連した過去の出来事を答えるよう
参加者に依頼した。 
 
４．研究成果 
 研究 1～5 に関し，その主な成果を以下に
それぞれ説明する。 

研究 1：無意図的思考の生起に関わる認知能
力の検討 
 研究 1-1 においてビデオ講義視聴中の無意
図的思考生起率と各課題の成績との関係を
調べたところ，「順向干渉への耐性」を反映
した Brown-Peterson 課題の成績と無意図的
思考生起率の間に負の相関が見られた（r = 
-.32, p <.10）。この結果は，順向干渉を受け
やすい人ほど，講義中の無意図的思考が多い
ことを示唆している。Friedman & Miyake 
(2004)は，順向干渉への耐性の低さが，日常
生活における望まない思考の想起傾向と関
係することを報告しており，本研究の結果は
この知見とも整合的である。 
 また，研究 1-2 においてワーキングメモリ
能力の高低と無意図的思考の生起率の関係
を調べたところ，ワーキングメモリ能力の低
い人は高い人に比べ，課題開始から 15 秒の
時点ですでに無意図的思考の生起率が高い
ことが見いだされた（Figure 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 1. ワーキングメモリ能力の違いが，
無意図的思考（TUT）生起のタイムコース
にあたえる影響 

研究 2：無意図的思考の保持に関わる心的機
構の検討 
 思考プローブへの反応をもとに無意図的
思考の報告数を分析した（Figure 2）。その結
果，音韻課題条件の無意図的思考（TUT）報
告数が視覚課題条件（p = .007），統制条件（p 

= .001）のそれにくらべ有意に少なかった。
一方，視覚課題条件と統制条件では無意図的
思考報告数の差は有意でなかった（p = .13）。
また，同じ結果は視覚イメージ，言語イメー
ジの両方を伴う無意図的思考（視＋言＋）の
報告数を分析した場合でも得られた。 
 音韻的短期記憶の働きを必要とする音韻
課題条件において，視覚課題条件，統制条件
に比べ無意図的思考が少ないという結果は，
無意図的思考の保持が，視覚的短期記憶より
も，音韻的短期記憶の働きに依存して行われ
ていることを示している。また，視覚課題条
件と統制条件の間で無意図的思考の報告数
に差が見られないという結果からは，無意図
的思考の保持に視覚的短期記憶が関与しな
い可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2. 各課題における無意図的思考
（TUT）の平均報告数。「視＋」は視覚イ
メージが多い無意図的思考，「言＋」は言
語イメージの多い無意図的思考 

研究 3：無意図的思考の気づきをもたらすメ
タ認知の働きの検討 
 閾上キュー提示試行，閾下キュー提示試行，
キュー無し試行の直後から 1-4 試行の範囲で
得られた無意図的思考の平均報告数を条件
間で比較した（Figure 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 3. 各条件における無意図的思考
（TUT）の平均報告回数 

 
 平均値の差を Shaffer 法（p 値を調整）に
よる多重比較で分析したところ，閾下キュー
条件の平均報告数が，キューなし条件のそれ
に比べて有意に多くなっていた（p = .002）。
また，閾上キュー条件の平均報告数もキュー
なし条件のそれより多く，有意確率が有意水
準（5%）に近い値となった（p = .051）。一
方，閾上キュー条件と閾下キュー条件の間で
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は平均報告数の差は有意でなかった。 
 この結果は，外的刺激の入力が，その呈示
が意識に上ることと無関係に無意図的思考
への気づきを促すことを示している。 

研究 4：授業中の無意図的思考生起の特徴に
関する検討 
 経時変化：思考サンプリングにおける⑤～
⑪の回答を，授業と関係のない無意図的思考
として，各授業中の無意図的思考を行ってい
た参加者の割合をサンプリングポイントご
とに算出した。Figure 4 はこうして求めた無
意図的思考生起率を授業間で平均したもの
である。無意図的思考の生起率は，授業開始
30 分後まで上昇するが，30～45 分後にかけ
低下し，その後，授業終了にむけ再び上昇す
るというパタンを示した。この結果から，授
業中の無意図的思考が時間とともに単純に
増大するわけではないことが明らかとなっ
た。 
 興味・関心との関係：授業ごとに興味・関
心得点と無意図的思考生起率の相関を調べ，
統合相関係数を算出したところ，当日の授業
に対する興味・関心得点（r = -.21），これま
での授業に対する興味・関心得点（r = -.23）
ともにTUT生起率と弱い負の相関を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 4. 授業中の無意図的思考（課題無

関連思考）生起率の経時変化 

研究 5：自伝的記憶の無意図的想起の検索過
程に関する検討 
 分析に先立ち想起された出来事の特定性
を実験者が 3 段階で評価した。特定性が低，
中，高であった出来事の割合を Table 1 に条
件ごとに示す。 
 想起手がかりの特定性が低い場合に，出来
事の特定性の中央値が想起形態によって異
なるかを U 検定で調べた結果，無意図的想起
条件の方が意図的想起条件よりも中央値が
有意に低かった（U = 453.5, p < .01）。一方，
想起手がかりの特定性が高い場合では，無意
図的想起と意図的想起の間で特定性の中央
値に有意な差はなかった（U = 633.0, n.s.）。 
 この結果は，無意図的想起では，想起手が
かりに応じた特定性の出来事が想起され，意
図的想起では，想起手がかりの特定性に関わ
らず，特定性の高い出来事が想起されること
を示しており，「無意図的想起では，検索手
がかりの特定性に応じ最初にアクセスされ
た層の情報がそのまま検索される」という仮
説を支持している。 

Table 1. 特定性が低，中，高であった出
来事の割合 

 想起手がかり 
特定性・低 

 想起手がかり 
特定性・高 

 出来事の 
特定性評価 

 出来事の 
特定性評価 

想起 
形態 

低 
(1) 

中 
(2) 

高 
(3) 

 低 
(1) 

中 
(2) 

高 
(3) 

無意図

的想起 
23.9 60.9 15.2 

 
14.0 22.8 63.2 

意図的

想起 
2.9 50.0 47.1 

 
0.0 22.2 

77
ｙ.8 

 
研究成果：まとめ 
 本研究では，以上の研究 1～5 により，無
意図的思考と無意図的想起について，以下の
ことが明らかとなった。 

1）無意図的思考に関連した認知メカニズム
について：無意図的思考の生起を防ぐことに
は，逆向干渉を防ぐことに関わる抑制のメカ
ニズム，およびワーキングメモリの能力が関
与する（研究 1）。また，無意図的思考の保持
には，音韻的短期記憶の働きが関与する。視
空間短期記憶の働きの関与は弱い（研究 2）。 

2）無意図的思考の気づきをもたらす認知メ
カニズムについて：無意図的思考の気づきに
は，外的刺激の入力による受動的なモニタリ
ングが関与する。その仕組みは，外的刺激の
存在が意識に上らずとも作用する（研究 3）。 

3）授業中の無意図的思考の現象的特徴につ
いて：授業中の無意図的思考の生起率は，時
間と共に単純増加するのではなく，一度，増
加した後，低下し，その後，再び増加すると
いう経過をたどる（研究 4）。無意図的思考の
生起率は，授業への興味・関心と負の相関を
示すが，それは弱い相関でしかない（研究 4）。 

4）自伝的記憶の無意図的想起の検索過程に
ついて：自伝的記憶の無意図的想起は，階層
構造をなす自伝的知識のネットワークの中
で，想起手がかりの性質に応じて最初にアク
セスされた層の情報がそのまま検索されて
いる可能性が高い（研究 5）。 
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